
　

茨
城
自
民
党
の
飯
塚
秋
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
私
は
、
茨
城
県
議
会
の
副
議
長
と
し
て
議
会
活
動

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
、
第
一
回
定
例
会
中
に
発
生
し
ま
し
た

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
県
も
大
変
な
被
害
を
蒙
り
、

そ
の
復
旧･

復
興
を
目
指
し
て
私
も
一
生
懸
命
働
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
、
復
興
途
上
で
あ
り
福
島
第
一
原
発
事
故
も
終
息

の
見
通
し
が
立
た
ず
、
欧
州
債
務
危
機
の
深
刻
化
と
、
市
場
最
高
水

準
の
円
高
な
ど
が
、
我
が
国
経
済
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
保
険･

医
療･

福
祉
な
ど

の
行
政
課
題
を
一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
今
回
、
私
は
会
派
を
代
表
し
、
知
事
、
教
育
長
、
警
察
本

部
長
に
、
復
旧･

復
興
を
成
し
遂
げ
、
県
民
が
安
心
に
暮
ら
す
た
め

の
施
策
全
般
に
つ
い
て
、
質
問
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
誌
に
は
、
そ
の
私
の
質
問
内
容
、
知
事
な
ど
答
弁
者
の
回
答
の

要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
へ
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
質
問
、
お
よ
び
知
事
な
ど

答
弁
者
の
回
答
の
全
文
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
と
も
茨
城
県
の
こ
と
を
、
地
元
の
こ
と
を
、
少
し
で

も
良
く
し
て
ゆ
く
た
め
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

│
│ 

残
さ
れ
た
今
任
期
中
、
知
事
は
、
ど
の
よ
う
に
本
県
の
特
徴

を
打
ち
出
し
な
が
ら
全
国
を
リ
ー
ド
し
、
県
民
が
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
県
政
運
営
を
行
う
の
か
、
来
年
度
予
算
に
込
め
た
特
色
も
含
め
、

県
民
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う
か
が
う
。

　

被
災
住
宅
復
旧
や
被
災
中
小
企
業
の
た
め
に
利
子
補
給
事
業
を
行

っ
て
再
建
・
復
興
を
支
援
し
て
行
く
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
を
見

直
し
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
除
染
計

画
策
定
支
援
、
風
評
被
害
払
拭
を
目
的
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
積

極
的
な
展
開
を
す
る
。

　

雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
企
業
立
地
補
助
金
を
活
用
し
て
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。
ま
た
、
本
県
の
特
色
を
積
極
的
に
活
用
し
、
本
県
を
科
学

技
術
創
造
立
国
日
本
を
支
え
る
枢
要
な
拠
点
に
し
て
行
き
た
い
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
安
全･

安
心･

高
品
質
を
基
本
と
し
て
、『
儲

か
る
農
業
』
を
実
現
し
て
行
く
。

　

さ
ら
に
医
療
従
事
者
の
確
保
、
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
霞
ヶ
浦
の
水

質
改
善
な
ど
へ
の
取
り
組
み
も
充
実
さ
せ
、
県
民
誰
も
が
安
全･

安

心･

快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
生
活
大
県
作
り
を
進
め
て
行
く
。

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

│
│ 

復
旧
後
の
一
層
の
発
展
を
見
据
え
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
始
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
強
化
に
つ
い
て
の
方
法
は
、
ど

の
よ
う
に
行
う
か
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
は
、
復
旧
後
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
重

要
な
の
で
、
県
勢
の
更
な
る
発
展
に
向
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
行
く
。
今
後
発
生
す
る
大
災
害
に
備
え
る
た
め
に
イ
ン
フ

ラ
強
化
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
急
務
で
あ
る
。
港
湾
は
、
防
災
機
能
強

化
を
図
り
、
各
港
の
防
波
堤
整
備
、
岸
壁
の
耐
震
化
の
促
進
を
す
る
。

中
小
企
業
等
へ
の
復
興
支
援

│
│ 

震
災
か
ら
の
復
興
対
策
と
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
、
も
の
づ
く

り
中
小
企
業
の
復
興
支
援
、
さ
ら
に
は
、
中
小
企
業
振
興
策
と
し
て

の
施
策
は
何
か
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
新
規
融
資
枠
を
四
百
八
十
億
円
確
保
し
、

返
済
負
担
軽
減
の
た
め
の
利
子
補
給
、
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
の
復
旧

支
援
に
約
七
十
五
億
円
を
計
上
し
た
。
円
高
対
策
枠
を
創
設
す
る
な

ど
し
て
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達
を
支
援
し
て
行
く
。
雇
用
の
大
半

を
担
う
中
小
企
業
の
活
性
化
は
、
ビ
ジ
ネ
ス･

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
、
受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
。

節
電
と
原
発
の
安
全
確
保

│
│ 

今
後
の
電
力
供
給
見
通
し
と
節
電
対
策
に
つ
い
て
、
国
、
電

力
会
社
へ
の
情
報
開
示
要
請
と
実
施
方
法
は
何
か
。
ま
た
、
原
子
力

発
電
所
の
安
全
確
保
に
関
す
る
情
報
提
供
方
法
と
発
電
所
へ
の
要
求

内
容
は
何
か
。

　

節
電
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
電
力
受
給
の
実
体
や
供
給
能

力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
、
節
電
対
策
の
必
要
性
に
関
す
る
情

報
を
広
く
公
開
し
、
県
民
の
充
分
な
理
解
を
得
て
行
く
。
国
に
対
し

て
は
、
必
要
な
節
電
対
策
の
内
容
を
き
め
細
か
く
国
民
に
明
ら
か
に

し
て
行
く
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
。
東
京
電
力
に
は
、
県
民
の
節
電

に
対
す
る
理
解
促
進
に
向
け
た
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　

東
海
第
二
原
発
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
は
、
今
後
も

引
き
続
き
県
民
に
対
し
て
迅
速
に
情
報
提
供
し
、
国
に
対
し
て
も
、

安
全
確
保
に
係
わ
る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
公
表
す
る
よ
う
求
め

る
。
ま
た
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
安
全
基
準
を
策
定
す

る
と
共
に
、
規
制
体
制
を
確
立
し
、
国
や
日
本
や
原
子
力
発
電
が
責

任
を
持
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
行
く
。

│
│ 

風
評
被
害
の
影
響
が
残
る
観
光
業
の
対
策
を
始
め
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
体
制
、
目
標
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
風
評
被
害
対
策

に
取
り
組
む
の
か
。

　

体
制
と
し
て
は
、
行
政
や
関
係
者
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
県
民
一
人
ひ
と
り
が
本
県
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
心
掛
け

る
な
ど
、
県
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
。
県
で
は
、『
元
気
い

ば
ら
き
推
進
Ｐ
Ｔ
』
つ
く
り
、
ポ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発

信
、Ｓ
Ｌ
運
行
に
よ
る
『
復
興
県
民
ま
つ
り
』、
年
間
を
通
じ
た
『
黄

門
マ
ル
シ
ェ
』
で
の
Ｐ
Ｒ
、
関
東
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
の
活
用
、
な

ど
即
効
性
や
話
題
性
の
高
い
取
り
組
み
を
集
中
的
に
行
っ
て
ゆ
く
。

│
│ 

本
県
を
束
ね
る
立
場
か
ら
、
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
の
動
向

を
踏
ま
え
、
政
府
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
県
民
を
納
得
さ
せ
、
安
心
し
て
活
力
あ
る
い
ば
ら
き
作
り
に

取
り
組
ん
で
ゆ
く
の
か
。
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